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固定化して利用することを検討した。 Cd2+ ， Zn2+ と S2ーとを別々に含む 2 種類の AOT/イソオクタン逆ミセル溶液
を混合して， CdS-ZnS 混晶物超微粒子を調製した。また CdS 超微粒子を含むミセル溶液に Zn2+ と S2ーとを別々に含
む 2 種類のミセル溶液を添加して， CdS に ZnS をコートした複合粒子を調製した。 Fe203 を Ti02 にコートした複合
超微粒子は，塩基性内水相のミセル溶液中でのチタンアルコキシドの加水分解により Ti02 超微粒子を生成させ， さ


























さらに化学的結合を利用しない方法として， CdS, ZnS または Ti02 超微粒子を含む逆ミセル溶液中でジイソシアナー
トと水を反応させ，生成するポリ尿素に粒子を超微粒子状態で固定化した。これらの新規な手法により，調製した粒
子を超微粒子状態でポリマー担体中に固定化でき，また固定化超微粒子を 2 ープロパノール水溶液からの水素生成反
応に光触媒として利用できることを示した。特に後者の手法が，より高い優れた光触媒特性をもっ固定化超微粒子を
与え，また様々な物質の超微粒子について適用性をもつことを明らかにした。
以上のように，本論文は調製した超微粒子について，逆ミセル系に保持した状態で光触媒反応に適用できることを
示した。また幅広い種類の物質の超微粒子に対応しうる超微粒子固定化フ。ロセシング手法を提案し，さらにこれらの
固定化超微粒子の機能を保持したまま光化学プロセスに適用できる可能性を見出した。よって，博士(工学)の学位
論文として価値のあるものと認める。
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